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2018.01.27 

 

第５回ＴＨＡ連絡会 報告 

 

日時： 2018年1月27日 10:00-12:00 

場所： 東京大学教養学部5号館教室 

出席者：THA正会員 45チーム（全55チーム中）＋加盟予定 1チーム、出席者人数50名 

議事： 菅野理事の司会で開会した。 

 

１．和田会長挨拶 

 

2015年11月27日の臨時総会で「規則に則り、全員参加で開かれた協会」を目指し、 新体制をスタ

ートさせて以来、これまで下記に示すように総会、連絡会を開催してきました。 

 

  連絡会  第１回 2016年1月30日    総会  2015年11月21日（臨時） 

       第２回 2016年10月1日        2016年4月23日 

       第３回 2017年2月4日         2017年4月22日 

       第４回 2017年8月26日        2018年4月28日（予定） 

 

今回の第5回連絡会では2017年度を振り返り、2018年度の方針を議論したいと考えています。 

これまでの各年度のスローガン次の通りです。 

    2016年    しっかりした協会！ 足元を固める！  

    2017年    一歩進め東京にホッケー人口を増やす！  

             「する人」「観る人」「支える人」 

そして 2018年度は 三位一体でステップアップ をスローガンに掲げたいと思っております。 

 

 

《最近のトピックス》 

２．JHA臨時総会報告（菅野理事） 

2017年12月17日に開催された日本ホッケー協会臨時総会では、以下の議案が承認された。 

・ 定款の変更  

 ① 組織名変更による文言修正 

 ② 役員の任期（改選時期の統一） 

 ③ 名誉会長の新設 

・ 常勤役員の報酬規程制定  

これらの定款、規程はJHAホームページに既に公開されているので、ご覧いただきたい。 
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３．「東京2020」準備状況について～大井ホッケー場を中心に（JHA安西常任理事） 

 

１）照明設備の検討状況  

東京都は大会期間中のみ規定に従い2,000ルクスの照明を設置するが、大会後には高照度の設備は不

用と考えている。これに対し、JHAとFIHは今後の国際大会開催・誘致（2022年WC等）のため恒

設２面の照明を高照度のまま残置することを要望している。 

 

２）レガシー（五輪後）のピッチサイズ  

 東京都とFIHは、「五輪後に競技会場をホッケー専用のスタジアムとして残す」ことを前提で協議

をスタートしているが、東京都は「ホッケー専用」とすることは行政サービス上難しくホッケー以外の

利用者にも配慮しなければならないとする立場である。JHAはホッケー以外の利用を拒むものではな

いが、ホッケー利用に優先的なルールがない限りホッケーの国内主要拠点として活用することが難しく

なるとして、強く理解を求めている。 

なお、五輪会場の人工芝は２面ともホッケー用ショートパイルで埋設ラインもホッケーラインのみと

することは決定している。 

 

３）羽田新飛行ルートの影響  

2020年から運用が開始される羽田の新飛行ルートに伴い、南風時の 15～19時の時間帯に大井ホッ

ケー競技場の上空を航空機が通過するため、航空機騒音が試合に影響を及ぼし、試合進行に不可欠なホ

イッスル音が聞こえづらくなる可能性があることが判明し、競技時間を検討している。 

 

４）テストイベント 

当初2019年6月末竣工を予定していた競技会場の使用可能時期が遅れる可能性が生じ、テストイベ

ントは組織委員会主催で８月中旬～１０月初旬の期間に実施が予定されている。大会規模は男女各4

ヶ国参加、7日間程度となる見通しである。 
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４．駒沢球技場の活用について（THA駒沢委員会企画担当 下平委員） 
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5．「チャレンジカップ東京」（THA駒沢委員会実行委員長 右川理事、企画担当 下平委員） 
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チャレンジカップ運営協力のお願いとグランド開放について 

東京で大きな大会を開催し、ホッケー競技の認知度を高める 

     ↓ 

関係者の皆さまのご協力が必要 

     ↓ 

運営ご協力を頂く皆さまにグランドを開放し、 

オープン戦のマッチメークのお手伝いを協会で行う事といたしました 

    

    

（参考）日本リーグ駒沢大会入場者数 

    

 

チャレンジカップ運営体制のイメージ 

 

 

チャレンジカップグラウンド申込状況（1/26時点） 

 

9月23日 9月24日 12月16日 12月17日

一般・大学生 317 213 306 446

高校生 69 117 37 33

中学生以下 18 13 12 19

選手・競技役員 222 222 154 172

報道関係者 2 3 18 20

計 628 568 527 690

3月13日（火曜日） 3月14日（水曜日） 3月15日（木曜日） 3月16日（金曜日） 3月17日（土曜日） 3月18日（日曜日）

成城高校佐藤先生予約日

立教 早稲田 学習院高等科

東京女子大 慶応 上智

上智 学習院高等科

東京女子大 上智

上智 東京農大 東京農大

東京女子大 学習院 学習院

上智 東京農大 東京農大

東京女子大 学習院 学習院

検討事項

・3/14午前の割当てについて、高体連と調整

・申込多数の場合には調整させて頂く場合がございます。

9:00

～11:00
エキシビション

ジュニア教室

ホッケークリニック

11:00

～13:00

チャレンジカップ チャレンジカップ チャレンジカップ
13:00

～15:00

15:00

～17:00
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《2017年度の事業報告》 

６．THA登録チーム数及び選手・役員数（鍋田理事） 

 

 

７．品川区・大田区体験教室（正田理事） 

 

チーム・選手登録数

チーム 役員 選手 チーム 役員 選手 チーム 役員 選手

一般男子 19 33 477 16 23 408 7 16 195

一般女子 2 3 15 1 3 12 1 3 5

大学男子 14 156 368 14 144 364 14 111 382

大学女子 12 109 282 13 98 285 12 77 251

高校男子 4 27 136 4 25 128 4 21 114

高校女子 3 18 73 2 14 59 2 13 62

マスターズ男子 1 3 31 2 5 30 1 1 7

個人登録 1 3 1 2

合計 55 350 1,385 52 313 1,288 41 242 1,016

種別
2017年11月 2016年9月 2015年12月

担当セクション 内容 実施日 会場 協力チーム
6月24日 台場小 メトロ東京
7月22日 小野学園 メトロ東京
9月10日 小野学園 メトロ東京
10月1日 中央公園 メトロ東京
11月11日 中央公園 メトロ東京

日本リーグ観戦ﾊﾞｽﾂｱｰ 12月17日 駒沢競技場 -
5月20日 第三日野小 メトロ東京
6月3日 三木小 メトロ東京
6月10日 浅間小 メトロ東京
6月17日 浜川中 メトロ東京
7月1日 大崎中 メトロ東京
9月2日 城南小 メトロ東京

10月21日 御殿山小 メトロ東京
1月20日 日野学園後 メトロ東京
11月18日 城南第二小 メトロ東京
2月18日 第一日野小 メトロ東京
2月3日 日野学園前 メトロ東京
3月3日 東海中 メトロ東京
7月6日 大井第一小 一橋
7月14日 芳水小 一橋
12月4日 第四日野小 一橋
2月6日 伊藤学園前 一橋
2月9日 伊藤学園後 一橋

荏原第四スポーツ交流 6月11日 神明小 メトロ東京
品川第一区民祭り 7月16日 品川学園 学習院
八潮区民祭り 7月15日 八潮公園 桜杖会
大崎第一区民祭り 7月22日 第一日野小 桜杖会
大崎第二区民祭り 7月23日 三木小 メトロ東京
大井第二・第三区民祭り 7月22日 西大井広場 メトロ東京

五反田商店街 7月30日 五反田駅前
FHMC,ﾎﾜｲﾄｽﾃｨｸｽ、早
大女子

2017&1000日前フェスタ 9月9日 中央公園 メトロ東京
スポーツ協会 体育の日イベント 10月9日 品川体育館 メトロ東京
オリパラ 議員研修 12月1日 東品川文化センター近藤聡史
品川区役所 職員研修 2月20日 藤尾香織
品川区役所 PTA連合会研修 1月27日 藤尾香織
品川区役所 記者発表 2月1日 藤尾香織

スポーツ協会

教育委員会

地域活動課

品川区行事一覧（2017年度）

品川区ホッケー教室

小中学校ホッケー教室



8 

 

 

８．シニア＆レディーズ大会（シニア＆レディーズ大会 増田委員） 

(1) 方針・目的 

・楽しんでホッケーができる場を作る。 

・競技性を重んじるよりも、参加しやすい環境を作る。  

・対象は、シニア層・女性とし、ホッケーの普及拡大を図る。  

・心身の健康増進。安全に、ケガのないように、多くの人が楽しめること。 

 

(2) 運営体制 

・大会委員長・グランド調整：小島  

・副委員長：石川さん、中島さん  

・大会運営とプランニング：右川さん、増田さん  

・競技  ：徳増さん  

・会計  ：北島さん  

→試合組合せなどを増田さんに担っていただいた。 

 

(3) 大会参加人数 

   参加人数    開催日    大会時間       場所    

①  119     2017/2/19       6       駒場 全面     

②    74     2017/4/23       5       駒場 全面     

③     94     2017/7/16       5       駒場 全面     

④     84     2017/9/10       5       駒場 全面     

⑤     70     2017/11/12     5       駒場 全面     

⑥     30     2017/12/16     2       駒沢 半面    

 累計  471人              28 時間      

・①～⑤ 東大女子チームから毎回 10 名ほど参加、大会運営への協力を得た。        

・東大女子まで含めると、参加者累計 500 人規模の大会となった。        

担当セクション 内容 実施日 会場 協力チーム
10月28日 蒲田小学校 東京メトロ・松原
12月2日 大森第5小学校 東京メトロ・藤尾
2月10日 開桜小学校 東京メトロ・藤尾
3月3日 東蒲小学校 東京メトロ・松原

区民スポーツ祭り 10月9日
大田区総合体
育館

東京メトロ・小野

住友不動産ｴｽﾌｫﾙﾀ 1000日前ﾌｪｽﾀ 10月29日
大田区総合体
育館

東京メトロ・藤尾

セレスポ ふれあいﾌｪｽﾀ 11月5日 平和島公園 東京メトロ・藤尾
オリ・パラ推進課 子どもｶﾞｰﾃﾞﾝﾊﾟｰﾃｨ 4月29日 平和島公園 東京メトロ

担当セクション 内容 実施日 会場
㈱ﾊﾟｽｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ こうとう子どもｽﾎﾟｰﾂﾃﾞｰ 10月7日 夢の島競技場 東京メトロ・藤尾

担当セクション 内容 実施日 会場

㈱ライツ ホッケー教室 10月16日
世田谷区立京
西小学校

藤尾・早大女子4名

担当セクション 内容 実施日 会場

大広 ホッケー教室 11月25日
中央区スポーツ
センター

中川・林・小野・ﾒﾄﾛ
東京

中央区ホッケー女子日本代表選手交流会行事

大田区行事一覧（2017年度）

セレスポ
ホッケー教室

江東区行事一覧（2017年度）

東京都　夢・未来プロジェクト行事一覧（2017年度）
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９．国体強化活動（林理事） 

（１）基本方針 

・ 2020年の東京オリンビックを見据え、「強い東京」となるチームづくりを構築する。 

・ 成年男女チームは、関東予選を勝ち抜き、国体本戦を狙うことが可能なスタッフ体制を構築する。 

・ 少年男女チームは、技術力・チーム力の向上させるスタッフ体制を構築する。 

・ 「強い東京」となるチームが、ホッケー界の発展のための活動を展開する。 

 

（２）組織体制（スタッフ）構築に向けた方針 

・ 2016年度と同様にＴＨＡ強化委員会の下部組織として、「国体強化P（プロジェクト）」を設置する。 

・ 「国体強化P」の「委員」は、「ＴＨＡ強化委員会」において選出する。 

・ 「監督」は「国体強化委員会」が、これまでのホッケーに関わる総合的な評価を勘案し、任命する。 

・ 「コーチ」は、「監督」の推薦により、「国体強化P」が承認する。 

・ 「国体候補選手」は、選考会を実施しの上、「監督・コーチ」が選出し、「国体強化P」が承認する。 

・ 「国体強化をサポートするスタッフ（国体会計・練習補佐・活動支援等）」は公募により選任する。 

 

（３）組織体制について 

・ 「国体強化P」組織図 

 

 

                          

 

                           

              

            

 

 

 

 

                          

・国体強化P委員 

    
 

・各チーム監督及び世話役 

    

 

 

 

成年男女 

国体強化プロジェクト 

少年男女 

国体会計 

監督・ｺｰﾁ・ｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ 監督・ｺｰﾁ・ｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ 

強化委員会 

総監督 
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《2018年度に向けて》 

10．2018年度THAの基本方針と課題（一川理事） 

ここまで2017年度の現執行部体制の中で、多くの会員の皆様のご協力を得て進めてきた事業結果をご

報告させていただきました。冒頭の和田会長のご挨拶にもありましたが、2018年度は「する人」「観る人」

「支える人」の三位一体で更にステップアップして行きたいと考えております。会員の皆様のお力をお借

りするためにも、その方向性とその実現のための課題をここでは議論いただければと思い、たたき台を作

成してみました。皆さんの活発なご議論をお願いいたします。 

 

 

 

 

今後、JHAとの関係を深化させて行くため、JHAからの理事推薦の要請に応え、現在既にJHA常務

理事・五輪競技実行委員会委員長を務められている安西氏、先にJHA理事をされており、現在はTHA

国体強化チーム総監督をお願いしている宮田氏を推す事としたい。 

また、業容の拡大に伴い、THA理事の選任範囲を拡げ、幅広く人材を募りたいと考えている。例えば

衆参議員による「ホッケー議連」のメンバーである方に理事をお願いした場合には、行政との対応に相応

しい肩書で活躍していただける様な事も検討したい。 

  

 

 

11．事務連絡（菅野理事） 

 今年度の年度登録をお願いしたい。詳細についてはTHAホームページにアップする。 

 今年度はTHA役員改選期にあたり、2月末日までに理事候補の推薦をお願いしたい。 

前述の様に幅広く人材を募りたいので、正会員構成員に拘らず、有為な方を推薦願いたい。 
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（参考１）第3回連絡会資料

 
（参考２） 

 

 


